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技術の進展に応じた教育の革新、新時代に対応した高等学校改革について 

（令和元年 5月 17日教育再生実行会議第十一次提言） 

「文理融合」の関連部分（抜粋） 

 

 

１．技術の進展に応じた教育の革新 

（１）Society5.0 で求められる力と教育の在り方 

AI やIoT などの技術の急速な進展により将来の予測がつかない状況においても、豊

かに幸せに生きるために求められるのは、AI などの技術を適切に使いこなして、新た

な社会や生活を創造していくことです。また、様々な情報が氾濫し、多様な分野の情

報に触れることが容易となる中にあっては、それらの情報の意味を吟味し、読み解

き、適切かつ効果的に活用していくことが大切になります。こうしたことを踏まえ、

読み解き対話する力を含めた基盤的学力や情報活用能力等を育成するとともに、時代

の変化に応じるだけではなく、新たな時代を先導していくためには、どのような力の

育成が求められているのか、学校関係者のみならず、教育に携わる全ての者が絶えず

考え続ける必要があります。その際、新たな価値を創造できる力を育むことや、各発

達段階において文理両方をバランスよく学んでいくという視点が大切です。 

 

○ 国は、幅広い分野で新しい価値を提供できる人材を養成することができるよう、

初等中等教育段階においては、STEAM 教育 （Science, Technology, 

Engineering, Art,Mathematics等の各教科での学習を実社会での問題発見・解決

にいかしていくための教科横断的な教育）を推進するため、「総合的な学習の時

間」や「総合的な探究の時間」、「理数探究」等における問題発見・解決的な学習

活動の充実を図る。その際、各発達段階において、レポートや論文等の形式で課

題を分析し、論理立てて主張をまとめることも有効である。そのため、国は、カ

リキュラム・マネジメントの視点を踏まえ、人材活用も含め産学連携や地域連携

によるSTEAM 教育の事例の構築や収集、モデルプランの提示や全国展開を行う。

また、グローバルな社会課題を題材にした、産学連携STEAM教育コンテンツのオ

ンライン・ライブラリーを構築する。 

 

○ また、国は、高等教育段階においても、今後多くの学生が必要とするSTEAM やデ

ザイン思考などの教育が十分に提供できるよう、各大学が学部横断的な教育に積

極的に取り組むことを可能としていく。その際、レポートや論文等の形式で課題

を分析し、論理立てて主張をまとめることも有効である。 
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２．新時代に対応した高等学校改革 

これからの高等学校は、Society5.0 を生き抜くための力（①文章や情報を正確に読

み解き、対話する力、②科学的に思考・吟味し活用する力、③価値を見つけ生み出す

感性と力、好奇心・探求力等）や生徒一人一人が能動的に学ぶ姿勢を共通的に身に付

けさせるとともに、将来、世界を牽引する研究者や幅広い分野で新しい価値を提供で

きる人材となるための力を育むことが求められています。また、生徒が高い志をもっ

て成長し、より良い社会の担い手となるよう、生徒の自己肯定感を育むことも求めら

れます。これらの力は、これまで育まれてきたものとは全く異なる新しい力ではな

く、高等学校教育が長年育成を目指してきたものです。これらの力は、時代の変化と

いう「流行」の中で未来を切り拓いていくために必要な力であり、その基盤は、学校

教育における「不易」たるものの中で育まれるものです。 

このため、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善や、一人一人の子供の

能力を最大限に引き出すためのICT 等の活用も含めた多様な学びの提供を実現すると

ともに、実社会での問題発見・解決にいかしていくために各教科での学習を結びつけ

る教育を重視し、特定の教科を履修しないなどの極端な学習状況にならないよう、文

理両方をバランスよく学ぶこと等を通じ、Society5.0 をたくましく生きる人材の育成

を図っていくことが求められます。 

 

 

（６）中高・高大の接続 

中高一貫教育の制度化や高大接続改革など、高等学校とその前後の教育段階の接続

については、これまでも改革が行われてきましたが、社会が加速度的に変化する中

で、学校において育成が求められる力も変容しており、各教育段階を一貫した教育の

必要性が高まっています。（略） 

特に、高大接続改革については、これまでも提言してきたように、大学入学者選抜

が、高等学校の教育に大きな影響を与えているとの指摘もあり、こうした観点も踏ま

え、中高・高大の接続の在り方について、改革を進めることが必要です。 

 

○ 一部の私立大学の文系学部の入学者選抜において、これまで必須とされていなか

った数学を必須とする取組も見られる中、大学は、AI やビッグデータの発達に

より、様々な分野においてデータサイエンスの重要性が高まっており、文理両方

を学ぶ人材の育成が急務となっていることを踏まえ、学部・学科の特性を踏まえ

つつ、文系・理系に偏った試験からの脱却を目指し、入学者選抜の在り方を見直

す。国は、入学者選抜改革やアドミッションポリシーを踏まえたカリキュラム改

善等、教育の質向上に取り組む大学の支援の充実を図る。 


